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I 民的

猿境改良によって何川の生産力を高めるため、さけ、ます類の人工飼料の検定と王監境の改善を行

い、そ5してザケ、マス類の新しいシースず〈りの検討をなと念う。

E 調蜜方法及び内容

1. 諦査場所

。 飼料の検定.....，相坂養魚場及び淡水区水産研究所

。 環境改良..._...下北郡本通村 そ朝日

2. 識杢時期及び内容

(7) 宣言料の検定(昭和42年5月 31白)昭和41年 10尽事日

a) 池中飼料(市販僻ヰと合戒飼料との比較試験)

b) 組織病理学的検査

(ィ1環境改良(自昭和 41年 7月 1日 至昭和 42年5月3t日)

a) 老部H~i場調査(水質、 水量、戸日1:形態)
自 調査結果

(労-a) 4 t年'f0月 5日から 29自にかけて+グヲマス t1里(5回)を使用して採卵f♀ 1

~ーに対しヤマメ(会 ì2....... き尾使用 7 し 3 7. 8 2 6粒を得7'toとれから 2宇 5 1守尾の雑魚

に約 2ヶ月錆付を行い供設魚、として 42年 2月 14日淡水研へ3.00 l}麿を航空便で送付

したがー尾のへ凶死魚もま〈斡送上の手懸りを得走。

苦言料検定のため淡水研で試作した合成伶料と市販のベレツト(オリエンタルベνツト N02) 

の比較試験を淡水研及ひ'相坂養缶、:場で夫々刊週間を実施した結果は第1函のとかりである

がこの嘆栢坂養魚場にお・いてほ病魚、らしきものは認められ左かったが淡水砂初〉ものの中に

は合成伊料による飼育魚は半数以上が胃拡張的念病状を示している。

相坂養魚場ほ砕ける餌料比較試験

一日FL;合成町) 対象区 (オリエンタル)

子一 LIB十r..i B . w I 

42. 

なまp相坂養魚、場の各週にかける平均水温は 11.5.C，.._ 12. z'Cで、淡水制のそれは 15. t .C....... 1 5. 
s .Cである。
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(7)-b )- 組織病理学的検査を行うためにヤマメの標本を 7月(4尾)1日月(1 0尾)2月(ヰ
尾〉の五月に至って採集じ検鏡した結果は{也の河}If(J).それと特に異る点は認められ念かっ

た。

{イ) 4 1年 Y月、 1 {)月、 2月の 5回K至って現地踏査を行い河川!の性状調査及び標本採集
を行った。

i¥ 
P H ( 4 1. 7. 3 0 ) 電導度(4 1. 1 O. 6 ) 疏 量 督時艦

.‘ 
;JIl ¥口 7. 1 1 4.4Kn 一

1合 点 7. 6 5 1 O. 0 老部川i
190床

i l中の股沢 i 7. 7 4 1 2. 0 71月0月30日 1.418EzdVvss e c 小老部9j床Il 

i中の肺門
品目 0.2 8m"/s e c 

7.8 4 1 O. 5 一

l木滝| 7. 8 4 1 0.5 一

なb環境改良対象河川として県内 4ケ所(奥入瀬川、小老部川1，老部，jl:、十和田湖)を設

定したが 5回の現地調査の結果老都jllK;j>-いて実施する ζとに決定した。

N 今後の課題

① 空輸による輸送内容は縦 60cmX横4口調のピエール袋K2/5程度の水(1 5 e )を入れそ
れ陀ヤマメの雑魚、 50 0尾を収容し及後水と間量の膨みをもっ程度の酸素を注入したものである

が、到着時の容器の中の状態は水混 4じアンモユヤ含有量 50 0ガンマーで酵素は過飽和状態陀

あったが今后は水量を減じ魚、の収容尾数を増すように考慮する必要がある。

② 淡水研ではベレツト、 Vcを除去したベレッドと合成餌料の三つで比較したととろ前二者投与

の雑魚に胃袋の拡張したものが少数見られたが合成餌料を投与した試験区は半数以上が胃袋膨張

の症状がみられ解剖の結果は胃壁が簿〈伸長しているのが組織的に認められた。

以上のととからアミノ酸組成陀異常があるのと併せて外聞水混が高温に過ぎるために起る現象か

と推考される。

(ニジマスKついても 14 .C以上の水握で雑魚、に餌料を与えると同じ〈胃袋が膨張する現象がみ

られる。)
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第 図 / I/餌料比較試験結果表
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